
保険者シートは、介護保険の実施状況を簡易に示すものとして
「大都市における地域包括ケアをつくる政策研究会」（事務局：
公益財団法人 在宅医療助成 勇美記念財団）において開発されま
した。

保険者シートの活用により、時系列分析や地域間比較が容易と
なり、保険者の位置や進むべき方向の把握に役立てられます。

多くの保険者がこの保険者シートを作成し、公表することによ
り、様々な活用が期待されます。



概要_保険者シート表面

Ⅱ

Ⅰ



概要_保険者シート裏面

Ⅲ

Ⅳ



⑴ 公表データから作成するものであること。

⑵ 既存のデータを利用して、簡単に作成できること。

⑶ 時系列の分析が可能とすること。

⑷ 地域間比較が可能とすること。

⑸ 保険者の位置が分かること。

⑹ 保険者の進むべき方向が分かること。

▶基本コンセプト

▶全国に広がる「保険者シート」
多くの保険者が作成・公表することによって、たくさんの地域

間比較が可能になり、分析の幅も広がり、各保険者における施策
検討の一助となることが期待されます。
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▶作成手順

① 必要なデータを収集

② 「入力支援シート」にデータを入力

③ 自動計算により保険者シートが完成



詳細説明_保険者シート表面（上部）

Ⅰ

１

No 項目 解説

Ⅰ-１ 地域区分（級地） 厚生労働大臣が定める介護給付費の１単位の単価

Ⅰ-２ 市町村類型 市町村決算カード（総務省）における類型

Ⅰ-３
高齢者一人当たり現役
世代数

１５歳以上６５歳未満／６５歳以上人口

Ⅰ-４ 日常生活圏域数
市町村が介護保険事業計画で定める介護や福祉基
盤の整備の単位となるエリア数

Ⅰ-５ 保険料の推移
３年ごとに市町村介護保険事業計画で定める第１
号被保険者の月額標準保険料。年度は事業計画の
初年度を表記しており、見込みについては計画値

Ⅰ-６
介護給付費準備基金の
状況

介護保険料の不足分を取崩し、余剰分を積立ても
の。保険料引き下げの原資となる。

Ⅰ-７
年齢補正後の認定率
年齢補正後の中重度認
定率

認定率の多寡に大きな影響を及ぼす「第1号被保
険者の性・年齢構成」の 影響を除外した認定率。
「見える化システム」から転記している。中重度
とは要介護３から５までを指す。

Ⅰ-８

年齢補正後（在宅サー
ビス）
年齢補正後（施設及び
居住系サービス）

「第1号被保険者の性・年齢構成」の 影響を除外
した第１号被保険者１人当たり給付月額。「見え
る化システム」から転記している。

▶基本データ・各種指標

3
2

4

5

6

7

8



詳細説明_保険者シート表面（下部）

3

No 項目 解説

Ⅱ-１ 地域ケア会議の実施状況
平成27年度から努力義務化された地域ケア会議
の実施状況

Ⅱ-２ 主な総合事業の実施状況

平成27年度から平成29年度までに移行する介
護予防・日常生活支援総合事業の介護予防・生
活支援サービス事業の実施状況。対象者は、要
支援者・事業対象者に限られる。

Ⅱ-３ 在宅医療の推進指標
「在宅医療にかかる地域別データ集」（厚労省
ホームページ）から転記。年度によって発表し
ている項目が異なる。

Ⅱ-４
一般財源を活用した市町
村独自の介護予防・生活
支援サービス

介護保険外で行われている高齢者施策など。

4

Ⅱ ▶要介護認定者数と利用サービス類型

▶各種推進指標
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詳細説明_保険者シート裏面（上部）

Ⅲ

No 項目 解説

Ⅲ-１ 保険料構造
第１号被保険者の月額標準保険料の使い道の内
訳。保険料算定の根拠となる介護保険事業計画
値である。

Ⅲ-２ 調整交付金調整額

調整交付金とは、市町村ごとの介護保険財政の
調整を行うため、全国ベースで給付費の５％相
当分を交付し、高齢者の後期高齢者割合や所得
状況の格差を調整するもの。
調整額とは、５％相当分より多く交付されると
マイナス(－)表示で保険料負担が軽減され、少
なく交付されると保険料により負担することに
なるのでプラス(＋)表示となる。

Ⅲ-３ 保険料必要額計 本来必要となる身の丈保険料

Ⅲ-４ 介護準備基金取り崩し Ⅰ-６の活用による保険料引き下げ額

Ⅲ-５ 保険料基準額（月額） 実際の第１号被保険者の月額標準保険料

Ⅲ-６
所得段階別第１号被保険
者数等

所得段階数については、市町村が設定できるが、
国が定める標準段階においての各段階の人数。
調整交付金の諸係数調べにおける４月１日現在
の人数。

Ⅲ-７
特別徴収収納率（％）
普通徴収収納額（％）

年金天引きで徴収する特別徴収の収納率は原則
１００％となる。
（収納率＝収納額/調定額）
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詳細説明_保険者シート裏面（下部）

Ⅳ▶介護保険特別会計 経理状況
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詳細説明_保険者シート裏面（下部）

No 項目 解説

Ⅳ-１ 保険料 第１号被保険者の保険料

Ⅳ-２ 調整交付金 Ⅲ-２参照

Ⅳ-３ （国庫支出金）その他 システム改修費用の事務費負担金など

Ⅳ-４ 支払基金交付金
第２号被保険者（40歳～64歳）の保険料分に相
当

Ⅳ-５
総務費に係る一般会計繰入
金

総務費は原則市町村が負担することから、事務負
担金等を除くものを市町村一般会計から繰り入れ
るもの

Ⅳ-６ 介護給付費準備基金繰入金 Ⅰ-６を取り崩すもの

Ⅳ-７ （繰入金）その他
第1号保険料の低所得者軽減強化のための財源な
ど。平成27年度から開始

Ⅳ-８ 財政安定化基金貸付金
都道府県設置の基金から保険料収納不足及び給付
費増による財政不足額を貸し付けるもの。

Ⅳ-９ 総務費
保険料の賦課徴収、介護認定、趣旨普及、計画策
定などにかかる経費

Ⅳ-10 保健福祉事業費
第１号保険料を財源に市町村が独自に条例で定め
て行う事業の経費

Ⅳ-11 基金積立費 保険料の余剰金をⅠ-６へ積立てるもの

Ⅳ-12 財政安定化基金償還金
Ⅳ-８を次の事業計画期間に保険料を財源として
償還するもの



① 人口

② 高齢化率

③ 認定率

④ サービス費割合

⑤ 受給者割合

⑥ 利用者一人当たり給付費月額

⑦ 平均要介護度

⑧ 在宅医療の推進状況

⑨ 介護保険特別会計経理状況

■保険者シートの活用により、次の分析が可能となります。

１．要介護高齢者の状態像と
サービスのバランス

２．持続可能な制度運営

・保険給付バランスと財政との関係により
当該保険者の特徴や課題が明らかになる。

・保険料の展望、基金の状況、保険給付の

構造との関係から政策力の状況がわかる。

・現役世代や地域コミュニティの指標から、

介護保険を取り巻く地域力のポテンシャル

がわかる。

３．地域支援事業の効果的な
展開

・地域支援事業がどのような効果を示して
いるかが明らかになる。

４．エンドオブ・ライフケア

・住民一人あたりの地域でのエンド・オ

ブ・ライフケアの受け皿の状況がわかる。

・在宅死、施設死の状況から、地域におけ

る在宅医療や看取りの対応力の状況が明ら

かになる。

■さらに、時系列分析では、次の比較分析が可能です。



分析の一例
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事務局 公益財団法人 在宅医療助成 勇美記念財団
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